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１.研究の背景と目的 

 高齢者の居住安定確保に関する法律（高齢者住

まい法）の改正に伴い、2011年に登録制度が開始

したサービス付き高齢者向け住宅（以下、サ高住）

について、国土交通省の検討会１）は日常生活圏域

を目安に、高齢者の住まいと医療・介護等のサー

ビスが適切に提供される体制を実現し、サ高住を

単なる住まいでなく地域包括ケアを担う存在と

して捉え、まちづくり全体の中で位置付けている

ことを報告している。 
本研究は、平成21年度高齢者居住安定化モデル

事業２）に選定され、地域に根ざした多世代コミュ

ニティの創生を目指す「那須100年コミュニティ

（中山間地域における多世代と共生のコミュニ

ティ拠点）｣構想において、自分らしく最期まで

社会と関わりながら安心して暮らすことを目的

とした高齢者住宅エリアのコア施設である「ゆい

ま〜る那須」（計画地：栃木県那須郡那須町）を

調査・研究対象とし、人・活動・空間・時間の相

互関係に基づき、高齢者の暮らしや地域との関係

性を経年的に考察することにより、持続可能な高

齢者の地域居住についての基礎的知見を得るこ

とを目的としている。 
 

２.調査の概要 

２.１ 調査対象の概要 

 「ゆいま〜る那須」注１）は、①企画設計段階か

ら入居者、事業主、設計者、地域居住者が一体と

なった参加型の計画、②10〜18戸を5棟に分け、2

戸1形式の住戸が中庭に面した配置計画、③各住

戸の玄関を「エンガワドマ（縁側＋土間）」とい

う公私の中間領域としての計画、④居住者と居住

者、居住者と地域を繋ぐ共用室（食堂、音楽室、

図書室、自由室）の計画、①〜④に通じて⑤集ま

り住むことの安心感や楽しさを紡ぐコミュニテ

ィ醸成を目指すことが主な特徴である。 

 全体の配置計画は、低層の平屋住戸を10〜18戸

のユニットに分け、少しずつ角度をつけた住戸の

共用室で中庭を囲う配置とすることで、緩やかか

つ密な繋がりづくりやさりげない見守りを促し、

集まり住む安心感を創出することを目指して計

画されている。 

 

２.２ 調査方法（表１） 

 本調査は、居住開始から約1年後の2013年5月と

約5年後の2017年6月に、調査協力を得られた居住

者を対象にアンケート調査を実施した。加えて、

2019年5月に現地にて対面によるヒアリング調査
注２）（対象者：5名）と目視調査注２）（対象者：1

名）を実施した。 

表１ アンケート調査概要 

 
 

３.居住者属性（図１） 

年齢層に関して、2013年と2017年を経年的に比

較すると、男性は60歳代がやや減少、70歳代が増

加しており高齢化が進行している。一方の女性は

75-79歳がやや増加しているものの居住者の年齢

層に大きな変化はみられない。全体で比較した場

合も、60-64歳はやや減少しているが2013年と

2017年の年齢層に大きな差はなく、経年的に類似

傾向がみられる。 

 
図１ 居住者属性（性別・年齢層） 
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４.暮らし方と居住者意識の変化 

４.１ エンガワドマについて（図２・５） 

エンガワドマは、さりげなく居住者の気配を感

じることができ、居住者同士の関係を緩やかに繋

ぐことを意図して計画された。 

満足度に関して、2013年は76.5％、2017年は

66.6％の居住者が、あって良かったと感じており、

経年的にやや減少傾向がみられる。交流の有無に

関して、2013年は14.3％、2017年は9.1％の居住

者が、交流があると回答している。  

ヒアリング調査結果から、エンガワドマを玄関

や物置として利用される事例（A,B,C）が多くみ

られ、アンケート調査と同様の傾向がみられる。

一方で、エンガワドマの利用の仕方に関しては、

絵を飾る、趣味である手芸をする等の様子が顕在

化しており、私的な空間の延長としての利用へ変

容している事例（D,E）もあることから、エンガ

ワドマはプライベート空間とパブリック空間を

緩やかに繋ぐ空間として利用されている傾向が

みられる。 

 
図２ エンガワドマの満足度・交流について 

 
４.２ 中庭について（図３・５） 

中庭は、敷地の地形を活かして計画され、プラ

イバシーの適度な距離感を保ちつつ、日常的な活

動を介したコミュニティの場となることを意図

して計画された。 

 満足度に関して、2013年は75.0％、2017年は

88.9％の居住者が、あって良かったと感じており、

増加傾向がみられる。交流の有無に関して、2013

年は75.0％、2017年は57.6％の居住者が交流があ

ると回答し、経年的に減少傾向はみられる。 

中庭の使い方に関しては、ヒアリング調査結果

からも、時間の流れのなかで居住者が身体的な理

由から中庭をガーデニングとしての利用しなく

なった場合、あるいは当初から利用していない場

合においても中庭を眺めることで満足している

という事例（B,C）があることから活動を介した

コミュニティの場としてだけでなく、入居理由の

大きな要因でもあった自然環境の一部として中

庭が居住者意識に浸透していると考えられる。 

 
図３ 中庭の満足度・交流について 

 
４.３ 共用室について（図４・５） 

 敷地内に点在して配置された共用室（食堂、図

書室、音楽室、自由室）は多様な趣味や活動を介

して居住者同士や地域との交流の場となること

を意図して計画された。 
 満足度に関して、2013年は100％、2017年は

88.6％の居住者が、あって良かったと感じており、

経年的に高い割合を維持している。交流の有無に

関して、2013年は82.4％、2017年は75.9％の居住

者が、交流があるとしており、エンガワドマ、中

庭と比較して、交流の場と位置付けている空間が

最も高く利用されている。 

 ヒアリング調査結果においても、共用室での居

住者同士や居住者と地域との交流意識は高く、ア

ンケート調査と同様の傾向がみられる。 

 共用室の使い方に関しては、時間の流れのなか

で本を借りる目的から居住者同士の会話等、個人

の目的や活動から複数人での活動に変容し、共用

室に満足している事例（C,D）がみられる。また、

共用室での居住者同士の交流から地域活動への

参加に繋がっている事例（A,C）もあることから

共用室（空間）における人・活動の関係性の拡が

りが伺える。 

 
図４ 中庭の満足度・交流について 
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５.居住者と地域の関係性の変化（図６） 

地域活動への参加に関して、2013年は29.4％、

2017年は31.4％の居住者が参加しており、やや増

加傾向がみられる。一方で、参加する予定はない

と回答する居住者が2013年は23.5％、2017年は

28.6％とやや増加傾向がみられ、ヒアリング調査

結果からも地域活動の内容を十分に認知してい

ない、地域交流が少ないため満足していない居住

者の事例（D,E）もみられ、今後、どのように居住

者の想いや意識を地域に拡げていくかが課題で

ある。一方で、地域活動に参加していないが、地

域のことをもっと知りたいという地域との関係

に対して前向きな事例（C）もある。参加している

地域活動に関しては、2013年は趣味の活動、2017

年はまちづくり会議やボランティアに参加して

おり、個人的な志向・活動から居住者同士の交流

を意識した志向・活動、さらには地域に対する社

会性を有した志向・活動へ変容しており、空間に

おいても、共用室から周辺地域へと拡がりをみせ

ている。 

 
図６ 地域活動の傾向 

 
６.まとめ 

本稿で得られた基礎的知見を以下に整理する。

１）エンガワドマは積極的な交流の場というより

経年的に変容するライフスタイルを包括し居住

者同士の関係を緩やかに繋ぐ役割を担っている。

２）中庭は活動を介した交流の場であると共に、

入居理由として自然環境を重視する居住者が増

えていることからも、自然環境の一部としての役

割を担っていると考えられる。 
３）共用室はエンガワドマや中庭と比較して最も

満足度が高く交流も多い空間である。共用室での

交流から地域活動に参加するようになるという

傾向もあり、居住者と地域の繋がりを育む役割も

担っていると考える。 
４）地域活動は経年的にまちづくり会議やボラン

ティアへの関心の高まりも生まれており、こうし

た居住者の意識の変容は地域の持続的まちづく

りを考える上でより重要になってくると考える。 
 住まいづくりから始まった「ゆいま〜る那須」

では、入居当初の個々の暮らしの環境に対する志

向から、集まり住む暮らしへの関心へ、周辺地域

への関心へと志向が変容しており、今後地域との

関係づくりへの志向にも繋がっていくと考えら

れ、それらは高齢者の暮らしや地域のまちづくり

における持続性にも寄与すると考える。 
 今後も引き続き居住者意識の経年的な傾向や

地域との関係性に関する検証を深めたい。 
 

注釈 

注１)調査対象「ゆいま〜る那須」の概要は以下の通りである。高

齢者住まい法改正により「適合高齢者専用住宅」を「サービ

ス付き高齢者向け住宅」として登録している。 

 

 
注２)調査日に回答可能な居住者に対し、ヒアリングシートや平面

図を用いて聞き取りを行った。目視調査では全ての共用空

間と見学可能な居住者の住戸内を確認した。 
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